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～初代元忠から12代忠宝、そして子爵３代～

　　　　　　　　　　　　　　　　10月15日(上ト12月18日(日)

　　　　　　　　　　　　　　　　壬生町立歴史民俗資料館

　歴史民俗資料館では合併50年を記念し「大名鳥居家展」を開催します。初代元忠から12代忠宝、そして

子爵３代までの由緒ある品々をとりあげます。記念すべき年に、徳川名門の譜代たる大名鳥居家の偉業をご

覧下さい（関連記事２～３頁）。
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企
画
展

大

居
家
展

～
初
代
元
忠
か
ら
十
二
代
忠
宝
、
そ
し
て
子
爵
三
代
～

止｢本小札白紫段威胴丸皆具｣京都井伊美術館所蔵

　11代鳥居忠宝所用。室町時代の胴丸

　を模した復古鎧といわれ、大名のお

　召具足に相応しい豪華なもの。

　
壬
生
町
は
今
年
、
合
併
5
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
ま
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
第
1
6
回
企

画
展
『
大
名
鳥
居
家
展
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
鳥
居
家
は
、
徳
川
家
康
と
と
も
に
活
躍
し
た
譜
代

の
重
臣
で
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
後
も
幕
政
の
要

職
に
就
い
た
大
名
で
す
。
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
と

忠告

正
1
8
年
（
↓
５
９
０
）
、
元
恋
が
城
主
と

に
人
封
し
、
以
後
、
恋
歌
、
史
伝
、
忠
春
、

６
代
、
約
1
2
0
年
間
に
わ
た
っ
て
陸
奥
磐

▲｢鉄錆地椎実形兜｣精忠神社所蔵

　初代鳥居元忠所用。ｲ犬見城において

　討ち死にした際に着用した兜。

城
平
、
出
羽
山
形
、
信
濃
高
遠
、
能
登
下
村
、
近
汗

水
日
誌
藩
を
治
め
、
城
下
町
の
発
展
の
基
礎
を
築
き
、

正
徳
２
年
（
１
７
１
２
）
忠
英
の
時
に
下
野
壬
生
へ

入
封
と
な
り
ま
し
た
。
鳥
居
室
時
代
の
壬
生
で
は
、

城
下
町
の
整
備
や
改
築
、
文
教
政
策
の
確
立
な
ど
が

行
わ
れ
、
関
東
譜
代
と
し
て
の
壬
生
藩
の
地
位
が
築

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
６
代
古
英
（
壬
生
藩
初
代
）

は
文
教
政
策
と
殖
産
興
業
に
努
め
、
８
代
古
意
は
将

軍
家
斉
の
老
中
職
と
し
て
幕
政
を
支
え
、
Ｈ
代
古
挙

は
藩
政
改
革
を
実
施
す
る
な
ど
幕
政
、
藩
政
に
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
本
腰
は
大
名
鳥
居
家
に
伝

来
し
て
き
た
資
料
を
核
に
し
な
が
ら
、
そ
の
鳥
居
家

の
実
像
に
迫
る
歴
史
展
で
す
。
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▲「鳥居元忠筆能番組」個人蔵
　初代鳥居元忠真筆。元忠が「能」を演じる演目と役

　者を記した能番組。

▲重要文化財｢鳥居忠政寄進状｣飯野家所蔵

　２ｲ戈鳥居忠政策。憲政が残した数少ない資料の一つ。
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　関　達　企　．画

[徳川恒孝氏による特別講演会]

　　　　白石宗靖　　　　　徳川　恒孝

目　時:10月30日（日）午後２時～４時

テーマ：「（仮題）徳川将軍家と大名鳥居家」

　第１部　　　　　
つねなり

　　講演会：徳行|亘孝氏

　　　　　　　　（徳川宗家18代当主・徳川記念財団理事長）

　第２部

　　歴史対談：徳行|亘孝氏

　　　　　　　　白石宗靖氏

　　　　　　　　（漢字文化振興会事務局長）

会　場：壬生町立壬生中央公民館・中ホール

＊聴講ご希望の方は、整理券を発行しますので、壬生町立

　歴史民俗資料館までお越しください。

　入場無料　定員300人（受付は10月１日田より）

［展　示　構　成　］
第１章　鳥居元忠

　　　　　　一鳥居家中興の祖

第ｎ章　鳥居家歴代

　　　　　　－2代忠政から12代忠宝

第Ⅲ章　子爵３代

　　　　　　一明治以後の鳥居宗家

〈開館時間〉午前９時～午後５時

　　　　　　[ただし火曜日は午後１時から]

〈休館日〉月曜日

〈観覧料〉一般200円、中学生以下無料、

　　　　　　身体障害者手帳をお持ちの方とその

　　　　　　介護者１名は無料

〈主　　催〉壬生町、壬生町教育委員会
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▲｢有爵者(子爵)大礼服｣常楽寺所蔵

　14代鳥居忠一着用。華族令の公

　布の後、子爵を授けられた。

　
今
回
は
、
初
代
元
恋
か
ら
最
後
の
藩
主
1
2
代
恋
宝

ま
で
の
由
緒
の
品
々
か
ら
、
さ
ら
に
明
治
以
降
の
1
3

　
た
だ
ふ
み
　
　
　
た
だ
か
ず
　
　
　
た
だ
ひ
ろ

代
恋
文
、
Ｈ
代
忠
一
、
1
5
代
恋
情
の
子
爵
時
代
ま
で

の
資
料
1
6
0
点
（
重
要
文
化
財
を
含
む
）
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭

和
へ
と
続
く
近
世
・
近
代
の
歴
史
を
、
新
し
い
視
点

で
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
合
併
5
0
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
、
徳
川
名
門
の
譜
代
た
る
大
名

鳥
居
家
の
偉
業
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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▲重要美術品｢朱塗銀細藤花文大小拵｣個人蔵

　初代鳥居元忠所持。ｲ犬見城において討ち死に

　　　　　　　　　　　　　　　　　こしらえ　した際に所持していた大小拵。



脳
卒
中
と
は

　
脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
つ
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
脳
の
障
害
が
お
こ
る
病
気
で
す
。

　　　　●脳卒中の種類

　　　　一過性脳虚血発作

　脳梗塞の症状が短時間（24時間）のうち

に消失するもの。放置すると約３分の１が本

格的な脳梗塞を発症するといわれています。

　　　　　　:り皿ZI　　●■

　　　　　　　　　　　　ゝ｀7

ず回目白回目惣回,こ

ｓ
ｇ

ｊ
’

％
’
Ｌ
．

　脳出血

出血するタイ

プが｢脳出血｣

脳梗塞

詰まるﾀｲﾌﾟ

X

が｢脳梗塞｣

　
脳
内
の
細
い
血
管
が
破
れ
て

出
血
し
た
り
、
脳
動
脈
の
動
脈

瘤
が
破
裂
し
て
く
も
膜
下
に
出

血
（
く
も
膜
下
出
血
）
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

薗礼

　
動
脈
硬
化
で
、
脳
の
血
管
の
内
側
が
狭
く
な
り
、
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
、
血
栓
（
血
液
の
塊
）
が
詰
ま
る
こ
と
で
、

脳
の
細
胞
が
死
に
ま
す
。

　
前
ぶ
れ
症
状
（
一
過
性
脳
虚
血
発
作
）
が
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
症
状
を
感
じ
た
約
３
割
の
人
が
後
で
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
注
意
し
て
、
は
や
め
に
専
門

医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　目の異常

⑤片方の目が見えなくなる

⑥物が二重に見える

　　∧　ら仁ｹﾞx'lf77)
　　や二刄ﾌ))
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⑩叉合yyyい　ふ
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　菅八

脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
に

　
①
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
を
改
善
す
る
　
②
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
寒
暖
差
は
大
敵
で
す

　
③
食
物
繊
維
を
と
っ
て
便
秘
を
解
消
し
よ
う
　
④
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
を
し
よ
う

　
⑤
禁
煙
を
心
が
け
よ
う

-

ﾙMlty

高脂血症

………;　１

脳卒中の３大因子

高血圧

４

62号

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
し
の
ぎ
や
す
い
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
厚
生
労
働
省
は
「
良
い
生
活
習
慣
は
、

気
持
ち
が
い
い
Ｉ
・
　
１
に
運
動
　
２
に
食
事
　
し
っ
か
り
禁
煙
　
５
に
ク
ス
リ
」

の
全
国
統
一
標
語
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
わ
が
町
の
１
月
に
実
施
し
た
１
０
０
０
人
の
一
般
高
齢
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
最
も
不
安
や
心
配
を
感
じ
て
い
る
の
は
健
康
の
こ
と
が
6
7
％
で

健
康
を
守
る
た
め
に
「
適
度
な
運
動
を
す
る
」
が
6
5
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
食
事
・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
」
「
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
」
の
順
で
皆

様
そ
れ
ぞ
れ
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
安
楽
先
生
の
講
話
、
健

康
づ
く
り
教
室
～
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
～
よ
り
、
寝
た
き
り
の
主
要
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
脳
卒
中
に
つ
い
て
の
原
因
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
ま
と
め

ま
し
た
。

死
因
の
約
６
割
が
生
活
習
慣
病

　
平
成
1
6
年
の
町
の
死
亡
状
況
は
（
保

健
課
調
べ
）
下
図
の
と
お
り
で
3
0
6
天
中

が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、
心
臓
病
は
1
7
2
天

で
三
大
生
活
習
慣
病
が
約
5
6
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
を

調
べ
て
み
る
と
主
要
な
原
因
は
脳
卒
中
、

衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
で
し
た
。

生活習慣病の割合

脳血管疾患

心’
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